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a.臨試協 :phase卜 探索試験サホ- ト業
⑤GLP.GCP.ICnと医薬品開発サホー下葉の推移
a.GLPについて b.GCPについて
C.ICHについて
d.a～Cによる医薬品開発サボ､一下葉の推移
⑥RABITONResearchSystemforFutureDrug
Developmemt
(むゲノム創薬時代の開発研究過程における課題
The13thRABITONMeetingForum
(参学者 ･研究者 ･技術者の課題と経済人
A.a.学者 b.研究者 C.技術者
B.a.商売人 b.事業家 C.経営者
⑨人類社会に対する貢献への道
a.奉仕 (サービス)と服務 b.ロータリークラ
ブ(社会奉仕 ･職業奉仕 ･国際奉仕)
C.人類社会に対する服務
d.人間の服務
ア.信じあってこそ､人間
ィ.認めあってこそ､人権
ク.勤めあってこそ､人務
エ.譲りあってこそ､人道
オ.誇りあってこそ､人生
e.ヒトの服務 (ヒトとその他動物)
⑲岡山実験動物研究会および会月に期待すること
a.実験動物 ･モデル動物の開発
b.医薬品の開発
C.学 ･民の協力と官のバックアップ
特別講演中の金田平八郎先生
金田平八郎先生ご夫妻を閏んでの夕食会
野洋g･洋諾※繁芽※讃※凍※欝詳述学才･X詳謙詳洋詳洋詳述諜讃K･※済
平成11年度第2回理事会報告
平成11年度第2回理事会は11月24日(水)12時30分
から13時10分までメルパルクOEAYAMA(岡山郵便貯
金会館)会議室で開催された｡
①平成11年度の研究会活動 :岡山県新技術振興
財団の後援で､第37回研究会が5月26日(水)岡山大
学医学部で､第38回研究会は11月24日(水)メルパ
ルクOKAYAMAで開催､第16号の研究会報の発行は10
月､会月-の送付は11月､理事会(5月26日､11月
24日)､常務理事会(4月13日､9月22日)開催の報告
があった｡
②平成11年度(1月1日から11月24日)までの会計
収支中間報告があり､前年度繰越金507,369円､会
費49,000円､賛助会費180,000円､岡山県新技術振
興財団からの補助金70,000円､郵便貯金利子227円
の収入合計806,596円､これに対して第16号会報の
印刷費131,775円､通信費54,430円､第37回研究会
補助費100,000円､雑費11,092円の支出合計
297,297円で､残高は509,299円であった｡
③定額郵便貯金(50万円､10年間)の満期に伴う
処置として､本研究会の財政事情が厳しいことか
ら､税引後利子額(299,000円)を引き出し､本年度
収入予算に組み入れる報告があり､了承された｡
在)研究会報投稿規定の制定について提案がなさ
れ､投稿規定の原案を作成し､第17号会報に掲載
することが了永された｡
⑤記諒 ｢実験動物界の回顧(日本実巌動物界の50
午)｣取り纏めに関する要望が紹介､討議され､本
研究会としても協力していくことで了承された｡
⑥平成12年度の研究会活動 :第39回研究会は5月
下旬～7月中旬に岡山大学文学部の三谷恵一先生の
主催で､第40回研究会は11月下旬～12月上旬､公
36
共施設で､いずれも岡山県新技術振興財団の後援で
開催予定､第17号会報は9月に発行予定､平成13
年､14年度役員の選任は会則第7条､弔9条に則り､
9-10月に予定､常務理事会は3回､理事会は2回の
開催を予定している｡
栄･Xだ諜洋)R誹※※tR款:R払超･試･汲･R-Xg.※源泳}E･額※※詳※済※謎※
平成12年度第1回理事会報告
平成12年度第1回理事会は7月8日(土)12時50分か
ら13時15分まで岡山大学文学部会議室近くの3-14演
習室で開催されたO
①平成11年度の研究会活動 :第37回研究会は5月
26日岡山大学医学部で､特別講演2題､一般講演2匙
の内容で､第38回研究会は11月24uメルパルク
oxAYAMAで特別講演2題､招待講演1題の内容でいず
れも岡山県新技術振興財団の後援で開催､第16号の
研究会報の発行(10月)､会月への送付(11月)､理事
会､常務理事会はいずれも2回の開催の報告があっ
た｡
②平成11年度(1月1日から12月31日)の会計収支決
算報告があり､前年度繰越金は507,369円､会費
71,000円､賛助会費300,000円､岡山県新技術振興
財団からの補助金70,000円､会報販売金500円､郵
便定額貯金利子229,000円､郵便貯金利子227円の収
入総額1,178,096円､一方､第16号会報印刷費
131,775円､通信費55,430円､研究会補助費(第37回
研究会100,000円､第38回研究会257,220円)､雑費
ll.572円の支出総額は555,997円で､残高は622,099
円であった｡会計監査が平成12年5月30日に中永征
太郎先生､河本寮生先生の両監事によって行われた
ことの報告があり､了承された｡残高622,099円は
次年度繰越金として会計に組み入れることも了凍さ
れた｡
③平成12年度(1月1日-11月7日)会計収支中間報
告があり､収入は前年度繰越金622,099円､会費
2,000円､賛助会費(2社､平成11年度分)50,000円､
郵便貯金利子35円の収入総額674,134円,これに対し
て､通信費13,940円､第39回研究会補助費70,000
円､雑費4,314円の支出総額88,254円で､残高は
585,880円になっていることの報告があった｡
④12年度の研究会活動 :第39回研究会が本日(7月
8日)岡山大学文学部の三谷恵一先生(本研究会理事)
の主催で開催されており､第40回研究会は12月8日
(金)13:00から公共施設でいずれも岡山県新技術振
興財団の後援で開催を予定､第17号会報の発行は9
月に､役員の選任は9-10月に予定している､今回
投稿規定が制定された､常務理事会は3回､理事会
は2回開催を予定している､などであった｡
